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２０２２年４月２５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合地方議員団連絡会第２７回総会 

「持続可能な地域公共交通をつくるＪＲ連合政策提言」を提起！ 
提 言 監 修 者 で あ る 土 井 勉 氏 の W E B 講 演 も 実 施 
ＪＲ連合地方議員団連絡会は、コロナ禍前の 2019 年 11 月以来、

約２年半ぶりとなる実地での第 27回総会を開催し、同連絡会代表

幹事の中田利幸米子市議をはじめとする同連絡会役員および各議

員団会議の代表者、ＪＲ連合執行部、ＪＲ連合政治対策委員でも

ある各単組の委員長らが出席した。 

総会に先立ち、２月に策定した「持続可能な地域公共交通をつ

くるＪＲ連合政策提言」の説明会を実施し、監修を務めた土井勉

氏（一般社団法人グローカル交流推進機構・理事長）がＺｏｏｍ

上から講演を行い、地域公共交通に係る課題認識の共有を図った。 

その後総会では、冒頭、議長を務めた上村良成副会長（Ｊ

Ｒ西労組中央執行委員長）が「ＪＲ各社の収入はコロナ前の

７割といったところで、出張抑制等もあり、当面苦しい。こ

のような中、地域公共交通の課題には向き合っていかねばな

らず、今日お集まりの地方議員の皆様の役割は大きい」と挨

拶し、続いて中田代表幹事が「久しぶりにリアルで集まれた

ことを喜び合いたい。分割民営化から 35 年が経過し、地方

路線を支える内部補助は限界を迎えている。これからどうし

ていくか、今日のこの場を、具体的な取組を始める出発点と

したい」と挨拶した。 

 議事では、コロナ禍におけるＪＲ連合の取り組みについて内

容を共有するとともに、「持続可能な地域公共交通をつくるＪ

Ｒ連合政策提言」を軸に、地方議会等で議論を活性化させてい

く取り組みについて意思統一を図った。また、所属議員らを通

じた自治体訪問の取り組みについても引き続き実施していく

ことを確認した。質疑では、幹事の菅原和忠北海道議会議員か

ら、「北海道の現状は他地域よりも一歩進んだもの。提言を作

ったからといって地元が気付く訳ではない。地元の人間に響く

ようアクションしていく必要がある」との指摘がなされた。 

 ＪＲ連合は、引き続き、地方議員団連絡会の所属議員らと連携し、地域公共交通の実態把握に努

めるとともに、策定した「持続可能な地域公共交通をつくるＪＲ連合政策提言」を軸に、「チーム

公共交通」「チーム地域共創」の実現にむけた政策を浸透・展開していくこととする。 
＜ＪＲ連合地方議員団連絡会役員＞ 

代表幹事 中田利幸 ＪＲ西労組／米子市議会議員 

幹 事 菅原和忠 ＪＲ北労組／北海道議会議員 

幹 事 井上英治 ｼﾞｪｲｱｰﾙ･ｲｰｽﾄﾕﾆｵﾝ／春日部市議会議員 

幹 事 世古口新吾ＪＲ東海ユニオン／前･伊勢市議会議員 

幹 事 山本悟史 ＪＲ四国労組／香川県議会議員 

幹 事 松尾哲也 ＪＲ九州労組／大牟田市議会議員 

幹 事 堀内武治 貨物鉄産労／元･掛川市議会議員 

挨拶する中田代表幹事 

講演する土井勉氏 

質問する菅原幹事 


